
長久手市国際交流協会会則

第 1章 総則

（名称）

第１条 この会は、長久手市国際交流協会 NAGAKUTE INTERNATIONAL ASSOCIATION（以下「協会」

という。）という。

（事務所）

第２条 協会は、事務所を長久手市岩作城の内６０番地１に置く。

（目的）

第３条 協会は、日本人と外国人がともに理解しあい、地域の一員として活躍するまちの実現を目

指すことを目的とする。

（事業）

第４条 協会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1) 国際交流及び多文化共生の促進

(2) 地域日本語教育の体制づくりと内容の充実

(3) 外国人市民への日常生活サポート

(4) 協会の広報及び他団体との連絡調整

(5) その他協会の目的を達成するために必要な事業

第２章 会員

（会員）

第５条 協会は、第３条に掲げる目的に賛同する個人、法人及び団体をもって組織する。

（入会）

第６条 会員の入会は、別に定める様式により届け出るものとし、会費の納付をもって会員とする。

（退会）

第７条 会員の退会は、別に定める様式により会長に届け出るものとする。

２ 会員が会費を２会計年度未納の場合、その年度末をもって会員資格を失うものとする。

第３章 役員

（役員）

第８条 協会に次の役員を置く。

(1) 会長 １人

(2) 副会長 ２人

(3) 理事 １０人以内

(4) 監事 ２人

（役員の選出）

第９条 役員は、総会において選任する。

２ 理事及び監事は、相互に兼ねることができない。

（役員の職務）

第１０条 会長は、協会を代表し、会務を総理する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。

３ 理事は、協会に関する事項を審議する。

４ 監事は、協会の会計及びその他の事務を監査する。

(役員の任期)

第１１条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。

２ 団体等の役職により協会の役員となった者は、その団体の役職の任期中とし、異動があった場

合は、その後任者が協会の役員を継承する。

３ 補欠又は増員により選出された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。

４ 役員は、辞任した場合又は任期満了においても、後任者が就任するまでは、その職務を行うも

のとする。



（顧問）

第１２条 協会に顧問を置くことができる。

２ 顧問は、会長が委嘱し、会長の諮問に応じるとともに、理事会に出席して意見を述べることが

できる。

第４章 総会

（構成）

第１３条 総会は、会員をもって構成する。

（開催）

第１４条 総会は、毎年１回開催し、臨時総会は会長が必要と認めたときに開催する。

２ 総会は、会長が招集する。

（議長）

第１５条 総会の議長は、会長がこれにあたる。

（議決）

第１６条 総会の議決は、出席会員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。

２ やむを得ない理由のため総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項について書面

をもって表決する。

３ 前項の規定により表決した会員は、総会に出席したものとみなす。

（議決事項）

第１７条 総会は、次の事項を協議する。

(1) 予算の議決及び決算の認定に関すること

(2) 事業計画の決定及び事業報告の承認に関すること

(3) 会則の変更に関すること

(4) その他会長が必要と認める事項に関すること

２ 総会の議決を要するものであっても、緊急を要する場合その他やむを得ない理由により総会に

付議することができないときは、理事会の議決をもって総会の議決とみなすことができる。

３ 会長は、前項の規定により議決した事項については、次期総会において報告しなければならな

い。

第５章 理事会

（構成）

第１８条 理事会は、会長、副会長、及び理事をもって構成する。

なお、監事は理事会に出席して意見を述べることができる。

（開催）

第１９条 理事会は、必要に応じて会長が招集し、開催する。

２ 理事会は、理事会構成員の２分の１以上の出席がなければ開会することができない。

（議長）

第２０条 理事会の議長は、会長がこれにあたる。

（議決）

第２１条 理事会の議決は、出席構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決すると

ころによる。

（議決事項）

第２２条 理事会は、次の事項を協議する。

(1) 総会において決定された事項の執行に関すること

(2) 総会に付議すべき議案に関すること

(3) その他総会の議決を要しない会務の執行に関すること

第６章 運営委員会

（設置）

第２３条 協会の事業推進のため、運営委員会を置く。



（構成）

第２４条 運営委員会は、運営委員をもって構成する。

２ 運営委員は、別に定める規約にもとづき選出された会員、および会長が推薦し理事会が承認し

た会員とする。

３ 委員会に、委員が互選する委員長１人と副委員長１人を置き、事業の推進を行う。

４ 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。

（協議事項）

第２５条 運営委員会は、理事会に付議すべき事項、及び理事会で提示された事項に関することを

協議する。

第７章 事務局

（設置）

第２６条 協会事務を行うため、事務局を置く。

（職員）

第２７条 事務局長及び事務局員は、会長が委嘱する。

２ 事務局長は、会長の命を受けて事務局を統括し、管理し、協会の事業、事務及び会計を処理す

る。

第８章 会計

（会計年度）

第２８条 協会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

（経費）

第２９条 協会の経費は、会員の会費、負担金、補助金、寄付金及びその他の収入をもって充てる。

２ 前項の会費は、次に掲げる区分により、当該各号に定める額とし、年度途中に入会する場合で

あっても同様とする。

(1) 個人会費 １８歳以上 年会費 １，０００円／１口

１８歳未満 年会費 ５００円／１口

(2) 法人・団体会費 年会費 １０，０００円／１口

３ 年度途中において退会する者の会費は、返還しない。

（基金）

第３０条 長久手市国際交流協会基金を設置することができる。その運用は要綱を別に定める。

第９章 雑則

（委任）

第３１条 この会則に定めるもののほか必要な事項は、理事会の議決を経て会長が別に定める。

附 則

（施行期日）

１ この会則は、平成６年６月３０日から施行する。

（役員の任期の特例）

２ 協会創立時の役員の任期は、第１１条の規定にかかわらず、施行の日から始まり、平成８年３

月３１日までとする。

（会計年度の特例）

３ 初年度の協会の会計年度は、第２８条の規定にかかわらず、施行の日から始まり、平成７年３

月３１日までとする。

附 則

この会則は、平成１８年４月１６日から施行する。

附 則

この会則は、平成２０年４月２０日から施行する。

附 則

この会則は、平成２４年１月４日から施行する。

附 則



この会則は、平成２４年４月１５日から施行する。

附 則

この会則は、平成２６年４月１９日から施行する。

附 則

この会則は、平成２８年５月２３日から施行する。

附 則

この会則は、令和３年６月１日から施行する。

附 則

この会則は、令和４年５月１８日から施行する。

附 則

この規定は、令和６年５月２５日から施行する。


